
作
東
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
、
能
登
香
の
里
小
房
、

旧
粟
井
小
学
校
の
環
境
整
備
作
業

【
九
月
十
九
日
】

粟
井
地
区
自
治
振
興
協
議
会
・

環
境
部
（
神
田
仁
美
部
長
）
の
事

業
、「
環
境
整
備
作
業
」
が
例
年
通

り
実
施
さ
れ
ま
し
た
。
今
年
は
、
作

東
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
を
小
房
、
梶

原
、
小
野
区
が
、
能
登
香
の
里
小
房

を
粟
井
中
、
鷺
巣
区
が
、
旧
粟
井
小

学
校
を
ス
ポ
ー
ツ
振
興
会
等
が
行

い
ま
し
た
。
各
区
や
各
種
団
体
等

の
協
力
を
得
て
、
総
勢
１
３
９
人
と

過
去
最
高
人
数
の
参
加
を
得
ま
し

た
。
各
区
総
代
の
方
の
意
識
が
高

く
、
多
く
の
新
し
い
人
の
参
加
が
あ

り
ま
し
た
。
粟
井
村
の
互
助
の
精
神

が
生
き
て
い
る
こ
と
を
実
感
し
ま

し
た
。
き
っ
と
次
世
代
ま
で
引
き
継

が
れ
て
い
く
こ
と
で
し
ょ
う
。
こ
れ

が
有
事
の
際
の
粟
井
村
の
結
束
に
繋
が
り
ま
す
。
有
難
い
こ
と
で
す
。

敬
老
祝
い
品
を
届
け
ま
し
た

【
九
月
十
七
日
】

粟
井
地
区
に
お
住
ま
い
の

歳
以
上

80

の
高
齢
者
の
皆
様
１
５
４
名
の
方
に
、
粟

井
地
区
社
会
福
祉
協
議
会
よ
り
「
敬
老

祝
い
品
」
を
届
け
、
お
祝
い
し
ま
し
た
。

今
年
の
最
高
齢
の
方
は
鷺
巣
在
住
の

１
０
１
歳
の
方
で
し
た
。

コ
ロ
ナ
禍
で
「
ふ
れ
あ
い
の
集
い
」
等

が
昨
年
に
引
き
続
き
中
止
に
な
る
中
、

な
ん
と
か
少
人
数
で
も
集
い
楽
し
め
る

こ
と
が
あ
る
と
、
生
活
に
も
張
り
合
い

が
生
ま
れ
る
の
で
し
ょ
う
が
、
な
か
な
か

い
い
ア
イ
デ
ア
が
浮
か
び
ま
せ
ん
。

ワ
ク
チ
ン
接
種
が
終
わ
り
、
事
態
が

好
転
す
る
こ
と
を
願
い
ま
す
。

能
登
香
の
里

あ
わ
い
村
Ｎｏ．８９
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■
能
登
香
の
里
小
房
運
営
委
員
会

【
八
月
二
十
七
日
】

八
月
定
例
の
運
営
委
員
会
が
あ
り
ま
し
た
。

報
告
で
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策

で
岡
山
県
非
常
事
態
宣
言
に
伴
う
美
作
市
か
ら
の

休
業
要
請
が
あ
り
、
８
月

日
～
９
月

日
ま
で

27
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休
業
す
る
こ
と
、
敷
地
内
の
枯
松
・
支
障
木
の
伐

採
、
令
和
四
年
か
ら
５
年
間
指
定
管
理
を
受
け
る

べ
く
申
請
を
す
る
こ
と
、
な
ど
の
報
告
が
あ
り
ま

し
た
。
こ
の
日
の
課
題
は
、
休
業
等
に
伴
い
年
度
末

に
は
約
五
十
万
円
の
赤
字
が
見
込
ま
れ
る
こ
と
で

す
。
ま
た
、
敷
地
内
に
あ
る
水
車
を
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ

ン
デ
イ
ン
グ
に
よ
り
修
理
す
る
こ
と
の
提
案
も
あ

り
ま
し
た
。
今
後
５
年
間
の
指
定
管
理
を
申
請
し

ま
す
。
今
年
度
中
に
議
会
で
決
ま
る
予
定
で
す
。

■

大
豆
畑
の
草
刈
り
【
八
月
三
十
一
日
】

村
創
り
の
会
・
農
水
部
員
で
、
大
豆
畑
の
草
刈

り
を
行
い
ま
し
た
。
白
大
豆
が
か
な
り
シ
カ
に
よ

る
食
害
に
あ
っ
て
い
ま
す
。
も
ち
大
豆
は
何
と
か

順
調
に
生
育
し
て
い
ま
す
。

収
穫
が
出
来
れ
ば
、
注
文
販
売
や
、
味
噌
加
工

を
行
い
ま
す
。

■
も
ち
米
の
注
文
を
受
け
ま
す

こ
の
た
よ
り
と
と
も
に
、
再
度
も
ち
米
の
注
文

を
受
け
ま
す
。

キ
ロ
グ
ラ
ム
と
、

キ
ロ
グ
ラ
ム

30

15

の
２
種
類
で
す
が
、

キ
ロ
グ
ラ
ム
は
手
間
が
か

15

か
る
の
で
、
少
し
高
く
な
る
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。【

八
月
二
十
四
日
】

■
地
域
お
こ
し
協
力
隊
配
置
換
え
反
省
会

美
作
市
か
ら
担
当
課
の
春
名
部
長
、
宮
前
課

長
、
片
山
、
尾
髙
主
事
を
迎
え
て
、
反
省
会
が
あ

り
ま
し
た
。
５
人
の
区
長
と
村
創
り
の
会
会
長

の
６
人
で
対
応
し
ま
し
た
。

關
隊
員
は
六
月
か
ら
正
式
に
東
粟
倉
に
配
置

転
換
に
な
り
ま
し
た
。
な
ぜ
そ
う
な
っ
た
の
か
。

今
後
、
地
域
お
こ
し
協
力
隊
は
、
ど
の
よ
う
に
し

て
採
用
す
べ
き
か
、
な
ど
、
粟
井
地
区
の
意
見
を

求
め
ら
れ
ま
し
た
。
担
当
課
も
相
当
苦
労
さ
れ

て
い
る
様
子
で
す
。
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
（
体
験
）

や
、
目
的
を
絞
っ
た
採
用
な
ど
様
々
な
意
見
が

出
ま
し
た
。
同
年
代
の
話
し
相
手
の
必
要
性
な

ど
も
あ
り
ま
し
た
。

い
ず
れ
に
し
て
も
総
務
省
の
こ
の
政
策
を
有

効
に
利
用
し
、
地
域
お
こ
し
に
活
か
し
て
い
く
に
は
か
な
り
の
意
識
変
革
と
新
た

な
対
策
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

【
八
月
十
六
日
】

鈴
木
悦
子
美
作
市
議
会
議
長
に

特
別
支
援
学
校
を
作
東
地
域
に
設
置
す
る
請
願
提
出

特
別
支
援
学
校
の
誘
致
を
進
め
る
会
と
作
東
地

域
自
治
振
興
協
議
会
、
江
見
地
区
活
性
化
推
進
委
員
会

で
、
鈴
木
議
長
に
請
願
書
を
提
出
し
ま
し
た
。
作
東
選
出

の
３
名
の
市
議
会
議
員
を
紹
介
者
と
し
、
保
護
者
の
設
立

へ
の
願
い
を
請
願
趣
旨
に
、
旧
江
見
商
業
高
等
学
校
へ
の

一
日
も
早
い
開
校
を
お
願
い
し
ま
し
た
。
請
願
で
す
か

ら
、
九
月
議
会
の
文
教
厚
生
委
員
会
で
審
議
さ
れ
ま
す
。

九
月
議
会
最
終
日
（
二
十
二
日
）に
可
決
さ
れ
れ
ば
行
政

は
努
力
義
務
を
負
い
ま
す
。
令
和
七
年
度
の
着
工
を
目

指
し
て
い
ま
す
。
今
は
、
岡
山
県
教
委
の
認
可
を
得
る
こ

と
が
最
大
の
目
標
で
す
。
議
長
に
も
し
っ
か
り
納
得
の
い

く
対
応
を
し
て
頂
き
ま
し
た
。

【
九
月
十
一
日
】

十
月
四
日
開
催
予
定
の
「
行
政
懇
談

会
」へ
の
粟
井
地
区
と
し
て
の
要
望
事
項

を
協
議
し
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
対
策
の
た

め
、
今
年
度
も
作
東
地
域
で
代
表
者
に
よ

る
懇
談
会
と
な
り
ま
す
。

粟
井
地
区
の
要
望
は
、
①
市
場
溝
口
線

の
瀬
戸
分
の
拡
幅
。
粟
井
分
が
３
年
後
に

終
わ
る
の
に
合
わ
せ
て
瀬
戸
分
の
拡
幅
。

②
旧
粟
井
小
学
校
へ
の
職
員
の
常
駐
と
、

能
登
香
の
湯
の
小
学
校
へ
の
移
転
。
③
粟

井
川
等
の
河
川
の
浚
渫
。
④
空
き
家
対
策

で
、
地
元
や
市
が
仲
介
し
て
、
移
住
者
に

安
く
提
供
で
き
る
仕
組
み
作
り
。

こ
れ
以
外
に
も
各
区
か
ら
の
要
望
が

あ
り
ま
す
。
ま
た
、
各
区
や
粟
井
全
体
の

組
織
の
あ
り
方
を
協
議
し
ま
し
た
。
組
織

役
員
の
見
直
し
の
時
期
に
来
て
い
ま
す
。

粟
井
中
の
永
谷
義
弘
様
（
亡
義
巳
）
、
鷺
巣
の
神
田
一
正
様
（
亡

艶
子
）
よ
り
、
粟
井
地
区
社
会
福
祉
協
議
会
に
多
額
の
寄
付
を
頂

き
ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
粟
井
地
区
の
福
祉
事

業
に
大
切
に
活
用
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

［
編
集
後
記
］

収
穫
の
秋
も
終
わ
り
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。
今
年
の
米
の
出
来
は
ど

う
で
し
た
か
。
一
番
気
に
な
る
の
は
、
米
価
で
す
。
あ
ま
り
に
も
安
い
米
価
設
定
に
美
作

市
議
会
・
美
翔
会
で
は
、
米
価
対
策
等
、
調
査
研
究
す
る
た
め
に
「
米
価
対
策
等
調
査
・
研

究
委
員
会
」
を
組
織
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
し
っ
か
り
し
た
調
査
と
対
策
で
、
米
作

農
家
の
痛
み
を
少
し
で
も
解
消
で
来
る
こ
と
を
願
い
ま
す
。

［鷺巣］
草苅慎・明依さ

ん夫妻に長男健（た
ける）君が誕生し
ました。 お子様
の健やかな成長を
お祈りします。

［たけるちゃん姉弟］


